
ライフサイクル思考を導入した環境教育の実践報告 

～LCT・LCAを用いた継続的な環境教育カリキュラムの開発及び実践の過程～ 

 

○北村祐介*1)、郷なおこ*1)、水野 建樹 2) 、伊坪 徳宏 3) 

1) LCT・LCAを用いた環境教育促進団体 elsa , 2) 未踏科学技術協会, 3)東京都市大学 

*elsa.lca2010@gmail.com 

 

ライフサイクル思考（LCT）、ライフサイクルアセスメント（LCA）、実証研究、関係性学習、統合学習 

 

1. はじめに 

環境保全活動・環境教育推進法の改正に伴

い、これまでの体験学習に重点を置いた取組か

ら、幅広い実践的人材づくりを目指す方針が提

言された。さらに、環境教育等促進法の規定に

基づく、環境教育等推進専門家会議による基本

的な方針案の中で「生産・流通・消費・廃棄・

の社会経済システムにおいて、ライフサイクル

の視点で環境負荷を捉えること」が新たな視点

として追加された。本取組はこれら法律改正の

背景や今後必要とされる視点に対応する環境

教育の実践である。本授業では、ライフサイク

ルアセスメント（LCA）の考え方を取り入れ

ることで、普段見えている部分以外の見えない

環境負荷も可視化していく。この考え方をライ

フサイクル思考（LCT）と呼ぶ。 

2. 目的 

 本授業は、LCTを取入れることによって経

済や社会の動向を見る視点を身につけ、私たち

の生活（消費行動）が環境を破壊している、資

源を枯渇することにつながっているという「気

づき」を与える。その「気づき」によって、商

品の購買選択において環境価値の優先順位を

高めることを目的とする。 

3. 実施対象と実施方法および授業内容 

【実施対象】：東京都市大学等々力中学校 

中学 3年生（4クラス 115名） 

【実施方法】：総合の時間を活用し、45分×2

コマを 3回実施する。授業は講義とグループワ

ーク（GW）で構成している。（実施学年全員

を 5～6人で 1組、計 20班に分けた） 

【授業内容】：テーマは首都圏の都市生活に身

近な携帯電話、給食、ペットボトルを題材に商

品・サービスの一生（ライフサイクル）の流れ

を理解し、普段は見えない原料採掘、製造、輸

送、廃棄などそれぞれに着目して環境負荷や環

境影響を考える。 

4. 実施結果と考察 

 本授業の効果測定のため、授業の前後にアン

ケートを実施した。下記図 1のようにライフサ

イクルの環境負荷が表示されている商品と表

示のない商品の購買選択では、授業後に約

70％の生徒が表示のある商品を選ぶと回答し

た。本授業により約 30％の生徒に「ライフサ

イクル思考」の意識が芽生えたと言える。 

 

図 1 アンケート結果（例） n=114 

5. 今後の展望 

 本プログラムは今年度、同校の中学 2年生

（155名）にも行い、来年度も継続する。 
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